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No. 35 (1990) 

生薬成分の超高速液体クロマトグラフィー．襲用人参，柴胡，

甘車中の酸性サボニン類の分析＊

高井信治＊＊，金沢秀子，松島美一，永田佳子，友田正司

われわれは， HPLCを用いた分析の高速化を目的としてカラム充填剤の開発を行い，オク

タデシルシリル化した多孔質ガラス（IPG-ODS）がカラム充填剤として優れた特性を示すことを

見いだした．このカラムにより解熱剤 免疫抑制剤の迅速分析が可能となった．この技術は超高

速液体クロマトグラフィーとも言われている．われわれはこの技術の生薬成分への応用について

も検討し，薬用人参や柴胡の主要成分のサポニンの分析で良好な結果を得た．

薬用人参のサポニンには dammarane系の Ginsenoside伺Rh1,Rb2, Re, Rd, Re, Rf, Rg1, Rg2の中

性サポニンの他に酸性の oleanolicacidのサボニン ginsenoside叩Roが知られていた．北｝｜｜らは熱

に不安定な酸性サボニンの存在を報告し dammarane系サポニンと malonicacidの酸性エステ

ル， malonyトginsenoside-Rb1,Rb2, Re, Rdを単離した．最近，柴胡の中性サボニン saikosaponin

に対しでも酸性のマロニル体malonyl-saikosaponin-a,dの存在が報告された．甘草は人参，柴胡

等の他の生薬と併用されることが多いが主要成分として酸性サボニンの一種であるグリチルリ

チンを含んでいる．

上に記した酸性サボニンを含めたサポニン類について IPG-ODSカラムを用いた HPLC分析

を検討した．薬用人参の酸性サポニンは中性サボニンと同様に IPG叩ODSカラムを用いた高速

液体クロマトグラフイーにより室温で迅速，正確に分離分析された．柴胡や甘草の酸性サポニン

も同様に分析が可能であった．この方法は加熱に対して不安定なこれらの酸性サポニンを含めた

サポニンの分析に適している．生薬または漢方製剤の分析など実際面での応用に有用な方法であ

る．

漢方方剤は，臨床に広く使われているが，その含有成分間の複合作用や薬効の発現と成分の相

関などの化学的解明は不十分である．本法は，これらの解明に有用であるばかりでなく，生薬の

品質評価，漢方処方中の含有成分均一化の指標としても応用可能である．

ホ 本報告は生産研究， 41,773-776 (1989）に発表．
柿東京大学生産技術研究所
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